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1．ヘルスケア事業 中期経営戦略
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ヘルスケア事業 中期経営戦略

◼ ヘルスケア（既存）事業は、DR一体型X線システム、アジアでの高付加価値デジタル事業、高付加価値
イメージング、医療ITサービスを重点戦略と設定

◼ プレシジョンメディシン事業は、CAREプログラム、マルチオミックスプラットフォーム、国内展開（ラボ）
を加速

202520242023202220212020

CAGR 13％
戦略投資事業
顧客価値創出

基盤事業の強化

更なる規模拡大へ提携等も視野

成長ドライバー

• 高付加価値イメージング
• 医療ITサービス
• CAREプログラム
• Latticeプラットフォーム

115
120

＊FY20を100とした時の指数



Konica Minolta, Inc.

高付加価値イメージングの強化
◼ 高付加価値DR一体型X線システム販売拡大
◼ アジアでの高付加価値デジタル事業拡大
◼ 動態解析の日・米・中での臨床価値確立

医療ITサービスビジネス拡大
◼ 医療ITプラットフォームに患者・医療機関・パート

ナー企業をつなぎ、画像を差別化にした医療ITサー
ビス展開

グローバルデジタルビジネス推進

日本の低粗利率仕入れ商材削減

戦略的KPI 20→21年度 21→22年度

DR一体型X線システム・動態解析・
アジアデジタル事業 の売上高伸長率

8%＋α 15%＋α

医療ITサービス の売上高伸長率 5%＋α 8%＋α

ヘルスケア（既存）事業：FY22に仕上げる姿と戦略的KPI

高付加価値イメージング・医療IT・ソフトウエアの分野に重点を置く戦略

FY20FY21FY22 列1 列2 FY25

戦略事業

ヘルスケア（既存）事業全体

売
上
高

FY20 FY21 FY22

売上成長率　　　　　　（FY20見込み基準） 100% 106% 106%

戦略事業成長率　　　　（FY20見込み基準） 100% 108% 123%

営業利益率増加ポイント（FY20見込み基準） - +1% +1%
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■コア事業成長と新プラットフォーム
による売上増

１）コア事業の成長
• RNA検査の積極的投入
• 中枢神経系および癌分野での画像治験

サービス拡充強化
• 国内保険償還：乳癌、卵巣癌遺伝子検

査の開始

２）CAREプログラムの展開
• 未病プラットフォーム：非罹患者、

イメージングセンターへの展開

３）Lattice プラットフォーム展開
• 製薬企業と医療機関向け ”Multi-

Omics Platform”

◼売上&成長ドライバー

◼収益改善

■遺伝子検査精度／効率upによる
粗利改善

１）解析時間短縮と原価低減を両立
• 最新高速遺伝子解析装置NovaSeqの導入
• クラウドへの移行

プレシジョンメディシン事業：売上成長と収益向上の加速

25

35
15

20

営業利益の
増加

成長投資

成長投資

営業利益の
増加

■売上成長由来

■粗利改善由来

FY20→21利益

FY21→22利益

CAGR 32％

＊FY20を100とした時の指数

単位：億円
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コニカミノルタがフォーカスするバイオ市場は、大規模・高成長
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2．事業のコンセプト
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ヘルスケア事業の全体像

バイタルセンシング
(パルスオキシ・黄疸計）

「見える化」､「デジタル化」で
先進的医療を推進

遺伝子診断

病理／医療画像

創薬支援サービス
（がん／アルツハイマー）

Ｘ線診断装置

医療情報システム
（PACS）

超音波診断装置

iPACS™

診断支援
（画像処理/解析）

医療ICTサービス

Science Driven
Powered by Data Science

Patient Focus
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コニカミノルタのヘルスケア ＝ デジタル診断にフォーカス

⚫ 遺伝子

⚫ 細胞・タンパク質

⚫ 臓器

⚫ 全身

⚫ Ｘ線/超音波

⚫ 各種モダリティー

⚫ 写真合成技術

⚫ 先進ラボ

⚫ PACS

⚫ Bio Informatics

⚫ AI

⚫ 画像診断

⚫ 遺伝子診断

⚫ 病理診断

⚫ 創薬支援

病気解明のメカニズム 診断

見えないものを
見える化

デジタル化 アルゴリズム化 ソリューション化 データ蓄積

早期診断

Prevention
個別化医療

Precision 

認知症

がん

難病

クラウド・サービスモデル
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3．ヘルスケア（既存）事業の戦略：早期診断
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ヘルスケア（既存）事業の戦略：早期診断

スマート
コミュニケーション

IoT

IoTプラットフォーム活用

顧客との価値共創

戦略的協業

■戦略的パートナーとの価値共創
①製品/開発連携
②B to B
③販売連携

■海外販売力強化

コミュニケーションのDX
物理的・人員的制約に縛られない顧客コミュニケーション拡大

①非対面セースル・デモ ②オンライン設置・教育

クラウドサービスモデル
■医療機関・患者・関連業種と連携
■遠隔診療/遠隔読影
■診断支援サービス

パートナー

高付加価値
Imaging

■顧客との価値共創による診断の高付加価値化
①X線動態解析
②診断支援AI
③高機能超音波による治療支援

「見えないもの見える化」する高付加価値イメージングと、医療IT、ソフトウェアの分野に重点を置く
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識別能向上 動きの定量化 肺機能情報の可視化

骨減弱処理 特定成分追跡処理
(横隔膜変位量)

信号値変化抽出
(呼吸に伴う)

周波数強調処理 信号値変化抽出
(血管拍動に伴う)

見たいものを
より見やすく

客観的な情報による
裏付け

単純X線でも
機能診断を可能に

X線動画解析技術による肺機能の可視化：
従来の形態情報に加え、換気、血流のダイナミックな情報を提供

ヘルスケア（既存）事業：高付加価値イメージング

AIにより胸部X線画像の読影業務、見落とし防止支援
胸部単純X線AI：結節・浸潤影検出

⚫ AIの結果をセカンドオピニオンとして
利用することで重要病変の見落とし防止

⚫ クラウドサービスでAIを利用しやすく
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コロナウイルスの課題解決

コロナ重症患者に肺血栓塞栓症合併
が高率で発生。重症化予防のため血
栓症対策が重要

院内感染予防のため呼吸機能検査
（スパイロメトリー・精密肺機能検
査）運用停止・制限が発生

重症化に繋がる基礎疾患の一つであ
るCOPDは有病率高く 、潜在患者多
い（推定潜在患者数：500万人）

Ｘ線動態技術の価値

・肺血流機能を可視化・数値化
・肺シンチグラフィー相当の血流機能情報を獲得

肺血栓塞栓症のスクリーニング
・経過観察の精度を向上し、簡便化

血栓症対策

呼吸機能検査の感染予防対策

COPD(基礎疾患)の早期検出

肺血栓塞栓症診断の精度向上・簡便化

・肺組織の動きを可視化・数値化
・精密肺機能検査相当の呼吸機能情報を獲得
・呼吸機能検査による感染リスクを低減

呼吸機能検査による感染リスク低減

・肺組織の動きの数値測定によりを活用しCOPDを対
象とした正常・異常リスクを判定

・COPD潜在患者を早期発見し重症化防止

COPD潜在患者早期発見・重症化防止

肺血流機能

肺動き測定

肺換気機能

ヘルスケア（既存）事業：X線動態解析技術によるコロナ問題解決への貢献
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ヘルスケア（既存）事業：生活習慣改善、未病・健康増進領域にサービスを拡大

医療機関ネットワーク向
け

患者・受診者向け 保険組合・企業向け

早期発見・診断・治療 生活習慣病・基礎疾患改善 未病・健康増進

診療生産性向上/
患者満足度向上

QOL向上 健康経営

・画像AI診断
・経営支援
・スマートケア
・スマートエントランス

・検診予約/結果配信
・AI疾病予測

・がん治療クリニカルパス支援

国内の医療ITサービス基盤を活用し、
患者とクリニックをつなぎ遠隔医療を軸にOne stop医療サービスを提供

・PHR（自己健康管理記録）
・AI問診/診療予約
・オンライン診療
・電子処方箋

・在宅ヘルスチェック
・パフォーマンス管理

・フィットネス/健康増進
・スマート住宅
・高齢者見守り

協業企業

遠隔読影事業社 協業他社
AI/ICTスタートアップ

AI

・13年間の安定稼働実績

・約1万件の顧客基盤

infomityの強み

健康情報
検査結果指導内容

健康診断結果
健康/生活情報

診療情報、運用/経営情報
遺伝子検査情報

スマートヘルスケアサービス
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4．プレシジョンメディシン事業の戦略：個別化医療
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プレシジョンメディシン事業の戦略：個別化医療

●個人の特性を加味した

予防・治療・投薬

⚫ 副作用の抑制

●生活の質向上

患者様

人体の“構成材料”である

「タンパク質」の精密定量技術

“完成品”である

「臓器」の画像解析技術

Ambry Genetics KONICA MINOLTA Invicro

分子レベル診断

⚫ バイオ・

インフォマティクス

⚫ データベース

⚫ 人工知能

●バイオマーカー探索／設定

●新薬開発の成功率向上

製薬

会社

人体の“設計図”である

「遺伝子」の診断技術

血液 病理

治験
●RWD/RWEの蓄積

●患者層別による治験期間短縮

データ応用

新たなニーズ

イメージング

15
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遺伝子診断事業：Ambry Genetics社

最新鋭・大規模
ラボ

遺伝子解析
バイオ・インフォマティクス

大病院
遺伝子カウンセラー

新商品開発力

ドライ

ウェッ
ト

チャネル

サイエンス
人財

遺伝子変異
データベース

保険のカバレッジプライシング

• 1日7000サンプル数までの大量容量
• 自動化、高速化、最適化されたワークフロー

• 業界トップの解析精度

• 150万人分の解析データ蓄積
• 業界トップクラスのデータ品質

• 遺伝子カウンセラーで70%のシェア獲得
• アカデミックセンター大病院対象

• RNA検査開発で診断精度の大幅向上
• 多くの業界初NGS商品

• 95%の患者が保険でカバー
• 業界トップクラスのプレミアム価格

第三者既存ラボを顧客化

解析サービスをクラウド上で提供

Lattice

中小病院、イメージングセンター
で対象を非罹患者にも拡大

CARE Program
罹患者中心 • ６0%の検査が罹患者対象

ソマティック
リキッド・バイオプシー開発

日本で保険償還申請

Ambryの強み 成長戦略

顧客

RNA検査の拡販①

②

④

⑤

営業人員強化③

⑥
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AG社成長戦略 ①：RNA－コア商品の強化

Sanger 
Sequencing

Deletion/Duplicati
on Analysis

Next Gen 
Sequencing

Probe Target
Enrichment

RNA 
Analysis

EpigeneticDNA is ~10%

+RNAinsight
OPPORTUNITY
⚫ 業界初のRNA検査

⚫ 遺伝子検査分野の過去10年間で最大
の進歩

⚫ 患者様への適切な臨床的対応や治療
方針の選択に貢献できることを支持
され、対前年同期比約200％を達成
（FY19上期➡FY20上期）

⚫ 保険償還取得向けて検討中

DIFFERENTIATION
◼ 診断精度が9%向上（偽陰性の減少）
◼ 検査結果の不一致5%改善
◼ バイオインフォマティックスとラボ

のワークフロー最適化によって実現
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650,000

21,000,000

0

12,500,000

25,000,000

実際の検査数(2019) NCCNガイドライン適合

x32

米国2,100万人の検査対象

Source: Cancer statistics、NCCNガイドライン

1.0 0.9 0.6 
0.1 0.2 

0.7 1.0 1.2 
1.7 

2.2 

3.3 

4.8 
5.2 

6.6 

9.4 

0%

500%

1000%

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

CARE受領サンプル数推移および見通し

2020 2021

100%

216%

936%
※20年1月サンプル数を1とした時の指数

2,500万人

1,250万人

AG社成長戦略 ②：CARE program－未病プラットフォーム

E-mailや問診アプリによ
り、自己リスク度を知る

問診 啓発活動 遺伝診療 フォローアップ

遺伝性疾患の正しい知識と、自
己リスクへの適切な対応を知る

適切な医療機関で遺伝カウンセ
リング・遺伝学的検査を受診

リスク度高い方

適切な医学的管理、血縁者
対応を受ける

CARE program Comprehensive Assessment, Risk & Education

健常者・非罹患者対象の巨大な市場へ販売拡大
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受領サンプル数計画

＊FY20,営業強化前を100とした時の指数

営業強化による売上高計画

営業強化によるEBITDA計画

Ambry (強化後) 競合I社

1人当たり売上* 132 100

AG社成長戦略 ③：営業人員の強化

-100 
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560 

770 840 

-140 
-70 

230 

590 

-130 

140 

490 

1,000 

1,430 

-500

0
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1,000

1,500

2,000

FY20 FY21 FY22 FY23 FY24

営業強化前

営業強化後

*競合I社を100とした時の指数

＊FY20,営業強化前を100とした時の指数

＊FY20,営業強化前を-100とした時の指数

営業人員強化により、FY24はFY20に対して受領サンプル数は4倍、売上高は3倍を見込む

人員強化後の営業効率向上計画
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品質管理統一された窓口

Lattice 規制対応/遵守

最先端研究ツール/
研究者ネットワーク

業界標準の
セキュリティ

クラウドDB

製薬 医療機関

創薬/治験 臨床

ラボラトリーネットワーク

AVAiPACS

遺伝子病理画像

臨床情報健康情報

クラウドDB

Multi Omics Platform

AG社成長戦略 ④：Lattice－遺伝子解析サービス

データ組成、分析、
レポーティング



注力分野

血液
家族性由来の

がん

組織
非家族性由来の

がん

血液
非家族性由来の

がん

血液 新生児出生前

Patient
Journey

再発・
転移

経過
観察

初期治療
（手術）

治療・投薬
方針決定

医療機関での
確定診断

癌の疑い

ハイリスク潜在患者

健常人

保険診療自由診療

定期健診 確定診断 コンパニオン診断 モニタリング診断リスク診断

次世代がん遺伝子パネル
検査（TOP2)

CARE
プログラム

BRCA1/2, BRCAplusﾊﾟﾈﾙ
(リスク診断、コンパニオン診断）

NIPT

CARE プログラム Comprehensive Assessment, Risk & Education
BRCAﾊﾟﾈﾙ（2遺伝子）, BRCAplus（8遺伝子）パネルシステム：コニカミノルタ2020年4月23日、薬事承認申請
NIPT：新生児出生前検査

当社の取組み
領域

当社製品

リキッド・
バイオプシー

リキッド・
バイオプシー

AG社成長戦略 ⑤：ソマティック・リキッドバイオプシー開発
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AG社成長戦略 ⑥：日本事業展開

家族性由来のがん

非家族性由来のがん

新規患者 遺伝子検査数 遺伝子検査数

日本 米国

乳がん： 13k

卵巣がん： 2.5k

前立腺がん： 11k

膵臓癌： 7k

大腸がん： 22.5k

乳がん： 41.5k

卵巣がん： 9k

前立腺がん： 26k

膵臓癌： 8k

大腸がん： 23k

乳がん： 74k

卵巣がん： 14k

前立腺がん： 62k

膵臓癌： 38k

大腸がん： 128k

乳がん： 235k

卵巣がん： 50k

前立腺がん： 147k

膵臓癌： 45k

大腸がん： 130k

650k 4k 

新規患者

≧10k ≧100k 

合計： 56k

Source: Cancer statistics、国立がんセンター がん統計

合計： 107.5k

合計： 316k 合計： 607k

罹患者数の6.0倍
が検査

罹患者数の7%
のみが検査

米国並みに拡大する
と340k検査

罹患者数の3%
のみが検査

罹患者数の17%
が検査

米国並みに拡大す
ると52k検査

国内の遺伝子検査の機会は、保険医療承認後に急成長（21年~）
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創薬支援サービス事業：Invicro社

医療画像
解析能力

トップクラスの
サイエンス人財

イメージング治験
プロジェクト・マネージメント

デジタル病理

画像データ・マネージメント
プラットフォーム

• 疾病の深い理解と独自開発したAI、ソフト
ウェアによるバイオマーカーの特定

• 核医学のエキスパート

• 100名を超すPhD、MD資格保有者
• 医学＋データサイエンスのエキスパート

AD治験再開の機会を捉え
ソフトウェアでの優位性により

中枢神経市場でのリーダー地位を確保

強固な顧客基盤
• トップ25社の製薬企業のうち23社が顧客
• バイオ企業も含めた顧客数は200社以上

Invicroの強み 成長戦略

世界最大級
AD/PD画像データベース

• TauIQ, AβIQによる画像の数値化

• 業界最先端のソフトウェア(iPACS)に
よる画像データ・マネージメント

• グローバルで2000か所のイメージング
パートナーネットワーク

• 各国の法規制、コンプライアンス、QAに
精通

• IHC
• QuantiCellによるPK/PD

バイオマーカーと
データマネージメント能力で

癌市場での高成長

QuantiCell技術ベースに
デジタル病理分野の成長

顧客ベース、IP、データプラット
フォーム目的のM&Aを検討

日本・アジア市場の開拓

AIを駆使した高度な医療画像解析技術をベースに、バイオマーカーを選定し、
創薬プロセスのリスクを大幅に軽減

①

①

②
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IC社成長戦略 ①：中枢神経領域とがん領域

※FY20を100とした時の指数

AD治験再開の機会を捉え
ソフトウェアでの優位性により

中枢神経市場でのリーダー地位を確保

バイオマーカーと
データマネージメント能力で

がん市場での高成長

CAGR:26%

中枢神経領域

がん領域
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IC社成長戦略 ②：デジタル病理

Phosphor-integrated Dots 
(PID)-based Detection Technology

Quanticell™ IHC

◼ 特長

 感度: Quantum Dots (QDs)より 100倍輝度が高
く、標準的なIHC法では 検出出来ない分子を測定
可能

 定量化: QDsと比較し、300倍のダイナミックレン
ジで高精度の測定化が可能

 生理的意義の解明: 細胞内での局在情報解析等によ
り生理的意義解析が可能

◼ 製薬企業へのバリュー

• 判別が困難な低発現のたんぱく質の検出が可能
（Her2,PDL‐1等）

• 対象患者が増えることにより、患者様のQOL向上
と製薬企業の経済性を向上

25© KONICA MINOLTA
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KMPMシナジー戦略 Lattice プラットフォーム

26

品質管理統一された窓口

Lattice 規制対応/遵守

最先端研究ツール/
研究者ネットワーク

業界標準の
セキュリティ

クラウドDB

製薬 医療機関

創薬/治験 臨床

ラボラトリーネットワーク

AVAiPACS

遺伝子病理画像

臨床情報健康情報

クラウドDB

Multi Omics Platform

データ組成、分析、
レポーティング
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KMPMシナジー戦略 事例：乳がん

画像

遺伝子

解析

◼ 複数の画像データ（マンモグラフィ/MRI）

◼ CancerNextTMテスト

◼ BRCA1/2陽性の早期乳がん患者に特徴
的な画像を検出

KMPMの統合診断能力により、従来法では
見落とされていた乳がん患者を検出

⚫ 初期乳がん患者の偽陰性率は、マンモグラフィ(～50%）
およびMRI（～10%）と高い

Mammogram MRI

CancerNext

BRCA1/2 Early Stage Breast Cancer Signature
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KMPMシナジー戦略 事例：前立腺がん

Red = PSMA by Quanticell
Green = Membrane (ATPase)

Membrane PSMA
Cytoplasmic PSMA

遺伝子

病理

画像

解析

◼ 複数の画像データ（CT/MRI/FDG-
PET/PSMA-PET等）

◼ ProstateNextTMテスト

◼ QuanticellによるPSMA同定

◼ 前立腺がんデータベース構築
◼ 新規の診断支援ツール開発

KMPMの統合診断能力により、前立腺がん
分野でのリーダーシップを確立

⚫ 多数の治療薬候補（bispecific, radionuclide, PARPなど）
⚫ PSMA*－PET/PSMA遺伝子解析、保険償還予定

＊PSMA: 前立腺がん特異的膜抗原
28
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バイオ分野のValue Driver：売上成長率

29

TempusCaris

Guardant

Foundation Medicine

Invitae/Archer

Myriad

IQVIA

Paraxel

ICON

Bioclinica

Sophia

NeoGenomics
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60%
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売上成長率（%）

プラットフォーマー＝KMPMの競合

点線は赤字企業

CRO

◼ 円の大きさ＝時価総額

株式時価総額÷
年間売上高

（倍）

$10B

$8B

$5B

80
～～

Adaptive

$6B

$2B
$0.5B

$5B

遺伝子検査のみ
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AG社 売上高および受領サンプル数推移

コア検査パネル

RNA

CARE

売上

プレシジョンメディシン事業：コア事業（AG社、IC社）主要KPI

ICAG

CAGR:31% CAGR:26%

*FY20を100とした時の指数
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